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(1) 現地観測から、尼崎西宮芦屋港内では、底層による酸素消費で貧酸素水塊が 5 月には発生し、一旦発生した貧
酸素水塊は 11 月まで存在し続ける。とくに真夏には成層が発達し、底層水が無酸素状態となり、底生生物の
生息できない環境になっていることを明らかにしている。
(2) 現地観測により、大阪湾においても青潮の発生が観測された。青潮の規模は小さいものの、少なくとも 1 年に
数回発生する。夏季の貧酸素水塊の湧昇は、鉛直混合を引き起こすが、底層の貧酸素状態は改善するには至ら
ないことを明らかにしている。
(3) 海底面を滑らかに表現するために、 σ 座標系流動モデ、ルの導入を試みている。数値誤差について改善した結果、
湖底への塩水流入現象や風応力に対する成層密度場を精度良く再現できることを明らかにしている。
性) 現地観測の結果と同様に、夏季の底層の貧酸素水塊は神戸港のポートアイランドから関西国際空港沖まで拡が
っており、湾奥の貧酸素水塊は港湾域から発達することを明らかにしている。湾奥の貧酸素水塊の動態は河川
水の出水によるエスチュアリー循環の強弱と、風向風速に支配されることを明らかにしている。
(5) 湾奥部閉鎖性水域における貧酸素水塊分布の予測シミュレーションの結果から、貧酸素水塊は水深の深い西宮
浜・南芦屋浜前面の水域で発生しやすく、水深の浅い御前浜近傍では遅れて発生することを明らかにしている。
(6) 御前浜前面水域の環境修復の試みとして、突堤の設置および浅場の造成、底質改良を例として環境アセスメン
トを実施している。地形改良だけでは環境を急変させるほどの効果はないが、底泥による酸素消費や栄養塩溶
出の削減を行った場合には、貧酸素水塊は縮小する傾向にあることを明らかにしている。
以上のように、本論文は閉鎖性内湾の貧酸素水塊の時空間特性を解明するとともに、貧酸素水塊の動態に及ぼす影
響因子を解明した論文である。本論文で得られた知見と提案された手法は、日本の他の閉鎖性内湾でも発生しうる貧
酸素水塊の動態の解明にも適用が可能であり、工学的な価値は高い。よって、本論文は博士論文として価値があるも
のと認める。
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